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＜目指す学校像＞ 

「笑顔いっぱい 東根小学校」 

すべての児童が毎朝笑顔で登校し、友達や先生と楽しく学び、 

「今日も東根小学校で勉強できてよかった。楽しかった。」と満足して帰る、笑顔いっぱいの学校 

＜基本方針＞ 

安全・安心で、互いを尊重し、認め合い、学び合う学校 

～４０分授業午前５時間制と自己選択学習の本格的なスタート～ 

 

＜学校経営方針の実現に向けての６つの柱＞ 

（１）【考える子】質の高い授業の実現と思考力・表現力を伸ばす児童の育成 

  ◎児童が主体的に学び、考えを深める授業が展開できるようにする。 

・「児童が考え、表現する時間」を確保し、思考力を身につけさせる。 

   ・４０分授業で生み出した時間で、『いきいきタイム（自己選択学習）』を設定、児童の 

「学びたい」という意欲を高める学習を目指す。 

☆「いきいきタイム」で身に付けたい力①計画力 ②挑戦する力 ③対応力 ④粘り強さ 

・互いの意見や考えを尊重し、友達の良さを認め合える学級集団を作る。 

  ○「ひがしねっこタイム」（学習の補習時間）で基礎学力の定着 

  ◎善悪の判断ができ、自主的に行動できる子どもたちにしていく。 

  

（２）【やさしい子】児童が安心して学校生活を過ごせる学校つくり～いじめの早期発見・早期解決～ 

◎互いを尊重し、認め合える学級集団・学年集団を作る。 

○全教職員が共通理解のもと「東根スタンダード」を徹底 

○挨拶、返事は基本。大人が手本を見せ、相手を傷つける言葉、乱暴な言葉遣いをなくす。 

○異学年交流の中で、６年生には最高学年としての意識をもたせ、下級生には高学年に憧れ 

   の気持ちをもたせるよう、指導をする。 

 

（３）【たくましい子】心身ともにたくましい子どもの育成 

  ◎子どもたちのレジリエンス（折れない心）を高める。 

   考え方を前向きに、柔軟な思考、自己肯定感を高める、相手を尊重する気持ちを育てる。 

  ○健康な心と体がすべての基本となることを保健学習、食育等を通じて正しく理解させ、自分の 

体、成長への興味関心を高める。健康トレーナを効果的に活用。 

    

（４）【危機管理意識】教職員がチームとして力を発揮し、課題を解決 

  ◎東根小の児童を全教職員で育てる気持ちで指導する。 

   

（５）保護者や地域との連携 

○子どもの成長を共に願い、迅速・親身・温かい対応を通して、学校と保護者・地域が連携し

て教育(共育)を行うことができる学校づくりを目指す。 

○ホームページの随時更新、ホーム＆スクール、保護者会等で学校の様子を知らせる 

   

（６）【特色ある教育活動】 

  ◎特別活動を通して、児童が活躍する場を設定し、自己有用感を育む。 

  ○英語の授業の充実・・・「English Caravan」「スピーチコンテスト」 

  ○難聴言語学級、日本語国際学級設置校としての知見を通常級の指導に生かす。 

＜学校教育目標＞◎考える子   仲良くする子   たくましい子    ◎は重点目標 


